
　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
着
実
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、

世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
日
々
存
在
感
を
増
し

て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
国
々
と
長
き
に
わ
た
り
、

貿
易
・
投
資
、
産
業
協
力
、
経
済
や
教
育
の
分
野
に

お
け
る
人
材
育
成
、
産
業
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
文

化
、
観
光
も
含
む
人
的
交
流
を
は
じ
め
、
多
様
で
良

好
な
関
係
を
構
築
し
て
き
て
い
る
。
歴
史
的
に
多
く

の
日
本
企
業
が
事
業
を
展
開
し
、
現
地
に
雇
用
を
創

出
し
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
地
の
経
済
と
と

も
に
成
長
し
、
今
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
優
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
持
つ
若
い
世
代
に
よ
る
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
が
続
々
と
誕
生
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

社
会
実
装
の
分
野
で
は
、
日
本
が
学
ぶ
立
場
と
な
っ

て
連
携
す
る
可
能
性
も
現
れ
て
い
る
。

　

現
下
の
国
際
情
勢
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
の
社
会
経
済
活
動

の
回
復
の
必
要
性
や
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変

動
や
生
物
多
様
性
な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
そ

し
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
も
た
ら
し
た

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
へ
の
対
処
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
新

た
な
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
の
構
築
に
向
け
て
、
具
体

的
な
行
動
を
取
る
べ
き
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
さ
ら
な
る
連
携
・
協
創
に
向
け
て 

民
間
外
交
を
展
開

─
訪
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
委
員
会
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
連
携
強
化
部
会
長

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
常
勤
監
査
役

田たなか
中
秀ひでゆ

き幸
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持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
現
地
で

は
、
都
市
再
開
発
庁
、
貿
易
産
業
省
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
経
団
連︵
Ｓ
Ｂ
Ｆ
︶と
い
っ
た
政
府
・
経
済
団
体
関

係
者
を
訪
問
し
、
政
策
対
話
お
よ
び
関
係
施
設
等
の

視
察
を
実
施
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
1
）都
市
再
開
発
庁

　

都
市
国
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
経
済
、
社

会
、
環
境
の
₃
つ
の
面
で
持
続
可
能
な
未
来
の
都
市

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
都
市
再
開
発
庁
は
、
人
口

の
変
化
、
国
民
の
高
齢
化
、
外
国
人
材
の
獲
得
の
重

要
性
な
ど
国
の
将
来
像
を
考
慮
に
入
れ
、
文
化
遺
産

の
保
存
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
10
～
15
年
先
を
見

据
え
た
都
市
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、

海
水
淡
水
化
や
水
の
再
利
用
な
ど
水
資
源
の
確
保
、

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
発
電
へ
の
活
用
、
地
下
鉄

網
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
整
備
、
太
陽
光
発
電
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
グ
リ
ー
ン
が
カ
ギ
で
あ
る
。
人
流
や

交
通
の
動
き
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
街
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
る
、
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。

（
2
）貿
易
産
業
省

　

我
が
国
は
同
国
と
長
年
に
わ
た
っ
て
友
好
関
係
を

築
き
、
我
が
国
初
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
を
は
じ
め
、
経

済
関
係
を
拡
大
し
、
深
化
さ
せ
て
き
た
。
昨
今
、
デ

ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
比
重
が
高
ま
る
中
、
デ
ジ
タ

提
言
に
基
づ
き
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開

　

経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
提

言
﹁
新
時
代
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
～
連
携
と
協
創

に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
（
注
１
）﹂

に

基
づ
き
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
委
員
会
に
お
い
て
、

企
画
部
会
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
連
携
強
化
部
会
が
協

働
し
、
各
国
と
の
政
策
対
話
等
を
展
開
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
₂
₀
₂
₁
年
10
月
、
経
団
連
│
駐
日

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
大
使
政
策
対
話
を
実
施
し
た
（
注
２
）。

同
年
11
月
に
は
国
際
機
関
日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
（
注
３
）を

開
催
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
各
国
の
政
府
・
関
係
者
に
向
け
て
提
言
の
内
容

を
説
明
し
、
日
本
経
済
界
の
取
り
組
み
の
方

針
や
姿
勢
を
伝
え
、
協
創
に
向
け
た
活
動
を

呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、₂
₀
₂
₂
年
₄
月
、

ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
（
注
４
）

で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
む
各
国
と
の
協
力
の

重
要
性
を
発
信
す
る
な
ど
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
連
携
強
化
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
き

て
い
る
。

訪
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

官
民
と
意
見
交
換

　

こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
国
際
的

な
往
来
制
限
が
徐
々
に
緩
和
に
向
か
っ
た
₅

月
30
日
、
訪
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

派
遣
し
た
。
同
国
は
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
と
グ

リ
ー
ン
の
分
野
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

を
リ
ー
ド
し
、
経
済
成
長
を
実
現
し
な
が
ら

シンガポールシティギャラリーを視察
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ル
経
済
協
定
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
同
国
は
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
リ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
連
携
協

定︵
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
︶を
締
結
し
て
お
り
、
同
志
国
で
あ
る

日
本
と
も
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
に
お
い
て
連
携
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
国

土
面
積
の
点
で
太
陽
光
発
電
に
は
制
約
が
あ
り
、
水

素
の
活
用
な
ど
他
の
技
術
の
導
入
に
向
け
日
本
企
業

と
協
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、
技

術
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
面
で
日
本
と
協
働
す
る
こ
と

︵
注
₁
︶ https://w

w
w
.keidanren.or.jp/policy/2021/056.htm

l

参
照
。

　
　
　
同
提
言
で
は
、
連
結
性
強
化
に
向
け
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
社
会
資
本
整
備
、
持
続
可
能
な
成
長
の
実
現
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
、
人
材
育
成
、
人
的
交
流
な
ど
5
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の

実
行
を
掲
げ
て
い
る

︵
注
₂
︶ https://w

w
w
.keidanren.or.jp/journal/tim

es/2021/
1202_03.htm

l

参
照

︵
注
₃
︶ https://w

w
w
.keidanren.or.jp/journal/tim

es/2021/
0916_15.htm

l

参
照

︵
注
₄
︶ https://w

w
w
.keidanren.or.jp/journal/tim

es/2022/
0526_16.htm

l

︵
注
₅
︶2
0
2
2
年
5
月
27
日
、
十
倉
会
長
、
鈴
木
日
タ
イ
貿
易
経
済
委

員
長
が
、
タ
イ
の
プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相
と
懇
談
。
ま
た
、
2
0
2
1

年
11
月
25
日
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委
員
会
の
市
川
委
員
長
、

藤
本
委
員
長
、
兵
頭
委
員
長
が
、ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ン
首
相
と
懇
談

　
　
　

https://w
w
w
.keidanren.or.jp/journal/tim

es/2021/
1209_01.htm

l

参
照

︵
注
₆
︶ https://w

w
w
.keidanren.or.jp/journal/tim

es/2020/
1119_02.htm

l

参
照

へ
の
期
待
も
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋

経
済
枠
組
み︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
︶の
受
け
止
め
や
今
後
の
展

望
等
を
巡
り
、
議
論
を
深
め
た
。

（
3
）シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
団
連（
Ｓ
Ｂ
Ｆ
）

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
団
連
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
、
強
靭

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
い
る
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
へ
の

取
り
組
み
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
政

治
情
勢
に
関
し
て
見
解
を
聴
取
し
、
率
直
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働

者
の
就
労
ビ
ザ
の
円
滑
な
発
給
に
つ
い
て
課
題
認
識

を
共
有
し
た
。

今
後
に
向
け
て

₂
₀
₂
₃
年
に
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
友
好

協
力
50
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。
経
団
連
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
国
際
的

な
人
的
交
流
の
機
会
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
も
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
二
国
間
委
員
会
が
各
国
の
首
脳

と
懇
談
（
注
５
）す
る
な
ど
活
動
し
、
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
を
含
む
ア
ジ
ア
の
主
要
経
済
団
体
が
参
加
す
る
ア

ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
（
注
６
）を
開
催
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
二
国
間
や
多
国
間
の
交
流
の
枠
組
み
を
通

じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
対
話
を

継
続
す
る
。

　

国
際
情
勢
が
不
安
定
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

規
律
正
し
く
行
動
し
信
頼
で
き
る
国
と
し
て
、
日
本

へ
の
期
待
は
高
い
。
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
信
頼
関
係
を

盤
石
な
も
の
と
し
て
経
済
交
流
の
一
層
の
推
進
を
図

り
、
連
携
と
協
創
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

シンガポール経団連ラム・イ・ヤン事務総長（右）と田中部会長
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